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JuvenileS.inermisfromMatsushima-ZosteraandSargassumbedsweredistinguishedwithhighaccuracy
usingkernelmeasurementsofotoliths.Thediscriminantfunctiongeneratedrevealedthattherelativeper-











































論 文 審 査 結 果 要 旨
メバル(Sebastesinermis)は 北海道から九州までの浅海岩礁域に棲息する卵胎生の漁獲対象種で,
外洋の岩礁域で産 まれた後,外 洋に面 した岩礁域の褐藻ホンダワラ群落(ガ ラモ場)や 内湾の維管束植
物のアマモ群落(ア マモ場)で,初 春から盛夏にかけて,そ こを保育場として生活を送ることが知 られ
てお り,古 くから数多 くの研究が行われてきた。 しか し,保 育場への移入 ・回遊や着底個体数の変動機
構,そ れらの場所における成長,減 耗や移出機構 といった個体群変動を解明する上で鍵となる事項につい
ての研究は殆ど行われてこなかった。この研究ではそれらのことを耳石の微細構造の解析により追求した。
著者は最初に,仙 台湾南部から北部までの4ヵ 所における産仔期の時間的変動を雌親魚の調査により
明らかにしている。産仔は12月 下旬か ら3月 初旬の問に起こり,南 ほど,ま た高齢で大型の個体ほど
早かった。
次に,発 育に伴う生態的変化が耳石の成長軸(時 間軸)に 沿った微細構造の変化として捉えられるか
否かを解析 した。まず,中 心帯の外側に見 られるマークが産仔マークであること,そ の外側の微細輪紋
が日周輪であることを産仔直後の仔魚の耳石の観察と耳石にマーキングした仔魚の飼育により確認 した。
また,ア マモ場に出現 し始める体長,艀 化後経過 日数,日 単位での成長履歴,生 態的変化に関する情報
から,浮 遊 ・遊泳生活期,着 底生活への移行期,着 底後の生活期を示す微細構造が存在することを明ら
かにし,こ の成果に基づいて以下の事柄を明らかにした。
まず,4月 上旬から5月 中旬までの期間に沿岸に近づいた仔魚は明瞭に識別できる幾つかの群として,
月周期に同調 し,大 潮を利用 して保育場に移動 し,着 底することを明らかにした。さらに,産 仔は主に
1月 上旬から2月 下旬の期間に満 ・新月に同調 して起 こること,早 く産まれた群ほど早い時期に着底す
るが,着 底するまでの浮遊 ・遊泳期の長さは大きく変動 し,産 仔期,産 仔場との関係 で長い浮遊 ・遊泳
期を持つ仔魚ほどその間の成長速度が低いことを明らかにした。これらのことにより,満 ・薪月に同調
した産仔による効率的移送システムと浮遊 ・遊泳期の成長変動が至適体長での着底を可能ならしめる機
構 として機能 している可能性を示 した。
着底後の各個体の日成長履歴と各加入群の保育場か らの逸出過程を解析 した結果,稚 魚がアマモの枯
死による食物条件の悪化により保育場を離れるのではなく,個 々の加入群はある一定の体長に達すると,
成長に伴 う至適温度の低下により随時保育場 を離れること,こ のこととパルス状に保育場に加入する加
入の仕方がアマモ場での種内競争 を緩和 している可能性があることを示 した。
最後に,内 湾のアマモ場,外 海のガラモ場での稚魚に耳石の構造,微 量金属に有意な違いがあること
を示 し,産 卵親魚の耳石を用いて内湾アマモ場育ちの親魚の割合を求め,仙 台湾の親魚の約50%が 松島
湾のアマモ場育ちであることを示 し,保 育場 としての重要性を具体的数値 として示 した。
これら知見はメバルの初期生活史,特 に保育場への加人,移 出機構と内湾アマモ場の親魚個体群への
貢献度の高さを初めて異体的に示 したものであり,審 査員一同,博 士の学位 を授与するのに充分に値す
るもの と判断 した。
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